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Jl- -&'TP+yc.+ Text (1)
〟TPは通常の(結晶場,スピン軌道相互作用を考慮に入れていない)三重項対 ハ ミル トニア






算は一切省略して,結果のみ次に記す｡し訂TPに対する解として,4つの解 (BW ABM, プ
ラナ一,ポーラー)が存在する｡電磁場に対する電子密度の応答は,この各状態について共通
に,次のように書くことができる｡
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度に対するゴールドス トー ンモー ドである(我々の用いたノ､ミル トニアン, (1),が空間一様
だったので,このモー ドが現われる)｡従って,ABM,プラナ-では,第二項からも寄与が
ある｡実際, I -0では, log(A(I)/T)という項があらわれる｡
§5. ま と め
以上 集団励起を取り入れてp-波超伝導休の外場-の応答を調べた｡具休的な討算は今後
の課題である.また,実際の系では結晶場,スピン軌道相互作fR7) 不純物等の影響を無視で
きない｡特に,音波吸収では,実験の行われている領域が流体力学的領域 (αr≪ 1)であり,
こうした場合に,集団励起モー ドがどのような寄与をしうるのか問題になる｡
いずれにせよ,p一波超伝導体 (或いは,一般に非等方的な超伝導体 )では,その自由度の
多さのために,通常の超伝導体以上に,集団励起の寄与が重要である｡従って,HFSにっい
ての実験の解釈のために,こうした方向の理論を発展させる必要があると思われる｡
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